
１．はじめに

忠類ナウマンゾウ化石発見地点はホロカヤントウ層の模式

地に相当し，同化石が産出した道路法面の崖には，下位から

当縁砂礫層（Tc），ホロカヤントウ層（Ho），相保島礫層

（Ai），灰色粘土・シルト層，褐色ローム層が累重する（山

口ほか，２００３）．

これまで，忠類ナウマンゾウ化石発見地点の珪藻化石分析

は，ゾウ化石包含層（ホロカヤントウ層の下部）を対象とし

て実施されたのみである（北海道開拓記念館，１９７１）．した

がって，今回は，ホロカヤントウ層の基底付近から上位の褐

色ローム層まで（層厚約９．３m）を対象として珪藻化石分

析を実施し，本地点における古環境（堆積環境）復元を試み

る．

また，本地点で発見された象化石の中には，１９７０（昭和

４５）年の本発掘直前に発見され，近年になってマンモスゾウ

の臼歯（以下，忠類マンモスゾウ臼歯化石）であることが明

らかとなった化石が存在する（高橋ほか，２００８）．この臼歯

化石は転石であり，産出層準をある程度推定する手掛かりと

しては，今のところ年代測定値しかない（４２，８５０±５１０

BP；高橋ほか，２００８）．そのため，当該化石に付着・残存し

ていた堆積物を用いて珪藻化石分析を実施し，各層準におけ

る分析結果と比較して臼歯化石産出層準の絞り込みも試み

た．

２．試料採取・分析手法

試料採取は，層相が泥炭，シルト，ガラス質火山灰や砂層

など粒度の細かい層準に関しては縦１８．０cm×横９．０cm×

奥ゆき４．５㎝のプラスチック製ケースを地層断面に直接押し

当て堆積物を連続で抜き取った．礫層に関しては，サンプリ

ング袋を使用して各層準から採取した．このうち，７３層準

から乾燥重量０．１～２gを取り出し分析試料とした（忠類マ

ンモスゾウ臼歯化石に付着・残存していた細粒堆積物からは

０．２gを採取）．これらの試料は，添田・赤松（２００１）の方

法でプレパラートを作成した．

検鏡は生物顕微鏡の倍率を１０００倍にし，それぞれ１００殻

について計数を行った．その際，殻の半分以上が保存されて

いるものをカウントの対象とし，合わせて試料１g中に含ま

れる遺骸数および分析層準における遺骸の完形率（％）を算

出した．珪藻の同定とその生態の解釈については，Patrick

and Reimer（１９６６，１９７５），Krammer and Lange-Bertalot

（１９８６，１９８８，１９９１），小杉（１９８６，１９８８），安藤（１９９０）およ

び伊藤・堀内（１９９１）を参照して行った．

３．分析結果

（１） 堆積物中の珪藻化石

分析の結果，上位の褐色ローム層や火山灰を除く細粒堆積

物からは各層準において淡水生種と海生種が混在して産出し

た．ただし，海生種の産出数は少なく，ホロカヤントウ層と

相保島礫層を構成する礫岩は基盤の新第三系生花苗層（また

は大樹層）に由来することから（山口ほか，２００３），新第三

系起源の二次化石と考えられる．なお，汽水生種は産出しな

かった．また，粗粒堆積物からは群集解析に耐えうる量の珪

藻化石が産出しなかった．

本分析では，群集構成や完形率，含殻数をもとに，下位か

らⅠ～Ⅳの珪藻帯に区分した．（第７―１図）

�帯
Cymbella aspera , Diploneis ovalis , Eunotia sp . , Navicula

radiosa , Navicula sp . , Pinnulari brevicostata , P. major ,

Pinnularia sp., Synedra ulna といった主に河川や湿地に生息

する淡水生種が優占する．特に，Navicula radiosa は多くの

層準で全体の約５０～８０％を占める．ある層準における試料

１g中の殻数は最大約１７万個で，さらに完形率も最大約

２０％であるが，その他の層準ではこれらの数値以下であり，

異地性が多いと考えられる．主に湖沼で浮遊生活をする

Aulacoseira 属が産出せず，堆積相が砂混じりの泥炭である

ことから，河川沿いの湿地環境であったと推定される．

また， Actinoptycus senarius , Coscinodiscus marginatus ,

Coscinodiscus sp. といった海生種が各層準において全体の約

１２～２０％産出した．

�帯
下位のⅠ帯とほぼ同様な珪藻が産出（淡水生種が優占）す

るが，試料１g中の殻数は最大でも約３万５０００個で，完形

率が０％と，Ⅰ帯のそれとは著しく異なる．これらの数値

は，堆積速度がやや速いことと異地性であることを示唆す

る．珪藻化石が産出した堆積相は砂礫まじりの泥炭質シルト
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層であり，砂礫層を狭在することから，洪水時に冠水するよ

うな河川沿いの後背湿地的環境（あるいは，周辺丘陵から扇

状地成の砂礫や泥質物が運び込まれる環境）であったと推定

される．

また，Actinoptycus senarius，Coscinodiscus marginatus，

Coscinodiscus sp. といった海生種が各層準において全体の約

８～１８％産出した．

�帯
Amphora sp . , Cocconeis placentula , Cymbella aspera ,

Diploneis ovalis , Epithemia adnata , Eunotia sp. , Gomphonema

acuminatum, Navicula radiosa, Navicula sp., Pinnulari brevicostata,

P. major , P. viridis , Pinnularia sp. といった河川や湿地で生息

する淡水生種が優占する．このうち，Pinnularia 属が多くの

層準で全体の約６５～６８％を占めるという特徴がある．試料

１g中の殻数は一部の層準で約１５万個であるが，それ以外

のほとんどの層準では４万個以下である．完形率は一部の層

準で約２７％見られるが，それ以外の層準では０～４％であ

る．以上のことから，異地性が多いと考えられる．珪藻化石

が産出した堆積相は主にシルト層であり，砂礫層を狭在する

ことから，周辺丘陵から扇状地成の砂礫や泥質物が運び込ま

れる，水深のやや深い河川環境であったと推定される．

また， Actinoptycus senarius , Coscinodiscus marginatus ,

Coscinodiscus sp. といった海生種が各層準において全体の約

１～２％産出した．

�帯
Navicula mutica, Pinnularia borealis, Pinnularia sp. と いっ

た淡水生種が産出する．このうち，N. mutica と P. borealis

は，陸生珪藻（陸上の植物，岩石，土壌の表層部など大気に

接触した環境で生活する種群）としても報告されている（小

杉，１９８６；伊藤・堀内，１９９１）．試料１g中の殻数は約２５００

～３０００と低く，また，本帯の堆積物はローム層であること

から，離水した陸上環境で堆積したと考えられる．完形率は

約１２～１７％であった．

また，海生種は産出しなかった．

（２） 忠類マンモスゾウ臼歯化石付着堆積物中の珪藻化石

本臼歯化石に付着していた堆積物はシルト～粘土であり，

少量の火山ガラスを含む．この堆積物からは，Pinnularia sp.

が破片状でわずかに産出しただけであった．このため，珪藻

化石分析から本臼歯化石の産出層準を絞り込むことはできな

かった．

第７―１図 珪藻化石分析結果．
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４．考察とまとめ

分析の結果，本調査地域におけるホロカヤントウ層は基底

部において湿地環境で堆積したが（Ⅰ帯），その後は洪水時

に冠水するような河川沿いの後背湿地的環境，あるいは周辺

丘陵から扇状地成の砂礫や泥質物が運び込まれる環境下で堆

積したと推定される（Ⅱ帯）．同層最上部およびその上位

（相保島礫層に相当）は，水深のやや深い河川環境で堆積し

たが（Ⅲ帯），その後，離水し褐色ロームが堆積したと考え

られる（Ⅳ帯）．

また，忠類マンモスゾウ臼歯化石に付着していた堆積物中

の珪藻化石は，臼歯化石の産出層準を絞り込む材料にはなら

なかった．しかし，堆積物の特徴から，臼歯化石は上位の褐

色ローム層（風成層）中に包含されていた可能性が考えられ

る．このことは，付着堆積物が泥（シルト～粘土）であるに

も関わらず，珪藻化石がわずかにしか産出しないこととも調

和的である．ローム層の下位には支笏起源火山灰

（Ssfa？／約４．７～５．３万年前；加藤ほか，１９９５）が確認さ

れることから，本臼歯化石の年代測定値（約４．３万年前）と

も矛盾しない．
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